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Effect　 of 　recovery 　t孟me 　in　the　 chromosomal

aberration 　test　using 　cultured 　milmmalian 　 cells
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　 In　 chromosomal 　 aberration 　 test　 using 　 cUltured

mammallan 　 cells （CHLIIU ），　 short 　 treatment　 of 　6　 hours
fbllowed　by　recovery 　time　of　l　g　hours　is　widely 　accepted ，
where 　the　usefUlness 　of 　this　method 　is　characterized 　by　the
recovery 　time ．　 To 　examine 　the　effect　of　recovery 　time　in
24 −hour　continuous 　 treatment，　 we 　compared 　24h ＋24h

（treatment　time＋ recovery 　time）w ｛th　24h＋Oh，48h＋Oh　and

6h＋ 18h　using 　mitomycin 　C （0．05pg！mL ）．　 The　frequency
of　aberra皿t　cells　 in　24h＋24h （155％）was 　 the　 same 　 as

6h＋ 18h （15％ ），　while 　the 丘equency 　was 　higher　in　24h＋Oh
（53％）and 　48h＋Oh （57％）．
　 In　order 　to　 examine 　the　effect 　of 　the　recovery 　time　in
24−hour　continuous 　treatment，　seven 　recovery 　timcs　with 　4
hour　 intervals（0，

4
，
8

，
12，16，20　and 　24　 hours）were

investigated．　 The　ffequency　of　aberrant 　ce且ls　at　24h＋Oh
（59％）　increased　gently　as 　recovery 　time　increased，　and

reached 　a　plateau　at　24h＋8h （73，5％）and 　24h＋12h （71％），
The　ffequency　of　aberrant 　cells　decreased　rapidly 　beyond
this　 tirne　points　 and 　became　 12％ at　24h＋24h．　 These
rcsults 　 indicate　 that　 increased　 recovery 　 time　 beyond　 l　6
hours　is　not　useful 　fbr　cells　that　were 　continuously 　treated
for　 24　 hours．　 Further　 stUdies 　 comparing 　 6−hour　 short

treatment　 with 　the　 results　 f士om 　24−hour　 treatment　 is
underway ．

培養細胞 を用 い る染色体異常試験 にお け る 回復時間

の 影響 に つ い て

関博 、祖 父 尼俊雄、江頭徹

  BML 、安全性 試験部

　培養細胞（CHL ，IIU ）を用 い る染色体異常試験 で は 、6 時間処

理 後 18 時 間 の 回 復 時 間 を お く の が 代 表
．
的 な 方

．
法 と な っ て お

り、回 復時間 が そ の 有用 性 を 高 め て い る と 考 え ら れ る．今 同 、
我 々 は 24 時間 連続処理 で の 回 復時間 の 影響を検討す る た め、
mit 。mycin 　C （0，05　pg ／m ！）を用い て 24h÷24h （処 理 時間＋ 回

復時間）に つ い て 24h⊥Oh、48h＋Oh お よび 6h＋ 18h との 比 較 を

行 っ た 。そ の 結 果 、24hT24h （15．5％）の 異 常 頻 度 は 6h＋18h
（王5％）と 同様 で あ っ た が 、24h＋Oh （53％）と 48h＋Oh （57％）に 比

べ る と低値で あ っ た。
　 そ こ で 24 時 間 連続処 理 後 の 回 復時 間 の 影響を詳 細 に 検討

す るた め 、回 復 時 間 を 4 時 問 間 隔 の 7 段 階 （0，4，8，12，16，
20，24 時 間 ）と して 調 べ た。そ の 結 果 、24h ＋Oh （59％）と 比 べ

る と 回 復 時 間 が 増 え る につ れ て 異 常頻 度 が 緩や か に増加 し、
24h＋8h と 24h＋12h で プ ラ ト

ー
に な り（73．5％と 71％）、そ れ 以

降急速 に 異 常頻 度が 低 トし、24h ＋24h で は 12％ とな っ た。こ

の こ と は 24 時 問連 続 処 理 の 場 合 に は 16 時間 以 上 の 長 時 間 の

回 復 時 間 に は有 効 性 は な い こ と が 判 明 し た ．目下、6 時 間 処

理 につ い て も同 様 の 実験 を 行 い 、24 時 間 連続処 理 の 結 果 と

比 較検討す る 予 定で ある。
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Investigatio皿 of　 test　 conditions 　 for　 chromesoma 且

aberration 　test　in　CHL ／IU　− follow−up 　time 　course 　of

aberrant 　cellS ＿
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　 Mutagenic　compounds 　induce　several 　types　of　genetic
abnormality 　as　stmctural 　aberration 　or　numerical 　aberration ．
However ，　li鷹 is　 known 　 about 　behavior　 of 　aberrant 　 cells
aft ¢ r　cell　cycle 　progress．　Then，　to　fbllow−up 　time　course 　of
aberrant 　 cells 　 induced　by　 different　 meoha 皿 ism　 of 　action ，
chromosomal 　 aberratioll　 test　 was 　 carried 　 out 　 on 　 some

genotoxic　chemicals 　using 　CHL ／IU　 cell　 line．　 Benzo 　 La］
pyrene　induced　chromosomal 　structural　aberration 　at　6h
treatment　time 　in　the　presence　of　S9　mix

，
　and 　the　hlghest

丘equencies 　were 　obtained 　at　18h　recovery 　time 　with 　fresh
medi   ，　At　42h　recovery 　time，　it　was 　decreased．　On 　the

other 　hand，　Mitomycin 　C　induced　s恤 ctural 　abe π ation 　at

24h　treatment　 time　which 　was 　 peak　frequencies　 of

aberration 　 cells 　in　the　 absence 　 of 　Sg 　 mix
，
　 but　not 　detected

at　6h　treatment 　time ．　At　24h　treatment 　with 　48h　recovery

time，　 ratio 　 of 　structural 　 aberration 　 cells 　 was 　 decreased，
while 　polyploidy　 was 　 markedly 　 increased．　Otherwise

，
　 we

have　 fbund　 an 　 aneugen 　 induced　 premature　 chromatid

separation 　and 　have　investigated　the　relationship 　to
aberrant 　ceUS ．

CHL ／IU 細 胞 を 用 い た 染 色 体 異 常試 験 の 条 件検 討
一異常細胞 の そ の 後一

村 田 浩
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　変異原 物質 は 、構造異常や数的異常な ど さ ま ざ ま な遺伝的

異常 を誘 発 す る。し か し なが ら、細胞 周期 の 進行後、異常細

胞 が そ の 後 どうな る か につ い て は ほ とん ど知 られ て い ない 。
そ こ で、異な る作用 メカ ニ ズ ム で 誘発 され る異常細胞 の 時間

経 過 を 追 うた め 、い くつ か の 遺 伝 毒性 物 質 を 用 い て CHし／1し

細 胞 に お け る 染色体異 常試 験 を 実施 し た。ベ ン ゾ ヒ
：
レ ン は

Sgmix 存在下 、6 時 間処 理 で 構 造異 常 を誘 発 し、新鮮培 地 と

交換後、回 復時間 18 時 間 で 最大の 出現 頻度 を示 し た。そ の

後 回 復 時 間 48 時 間 に は 低 下 した。一
方、マ イ トマ イ シ ン C

は Sgmix 非 存 在 下、処 理 時 間 24 時 間値 を ピーク と し た構 造

異 常 を示 し、6 時間 値 で は 検 出 で き な か っ た ， 24時間 処 理 後
48 時 間 回 復 にお い て 構 造 異 常 の 低 下 が 見 られ た が、そ の

一

方 で 倍 数 体 の 顕 著 な 増 加 が 観 察 され た。そ の 他 、我 々 は

premature 　 chromatid 　 separation を誘 発 す る数 的 異 常 物 質

を 見 出 して お り、異 常 細 胞 と の 関 連 を検討 して い る．
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